
 

件   名  愛媛県専用水道の水道技術管理者の資格を定める条例 

主 管 課  環境政策課 

根拠法令等   水道法第19条第３項、第34条第１項 

【制定の概要】 

 ○制定の経緯について 

  地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に 

 関する法律（平成 23 年法律第 37 号）により水道法（昭和 32 年法律第 177 号）の一部

が改正されたことに伴い、これまで政令で定められていた地方公共団体が設置する専用

水道の水道技術管理者の資格基準について、地方公共団体の条例で定めることとされた

ため、本条例を制定するものである。 

 

 ○条例により定めることとなった基準 

  県が設置する専用水道の水道技術管理者の資格基準。 

  

 ○制定内容 

  これまで政令で定められていた国の基準と同一の基準を制定する。 

施 行 日 公布の日 

【その他参考事項】 

 

 ○水道技術管理者 

水道技術管理者は、各水道事業に１人ずつ配置されることとなっており、水道の管理

について技術上の業務を担当する。所掌事務としては、水道施設が施設基準に適合して

いるかの検査、水質検査、衛生上の措置、給水の停止等である。 
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